
令和７年度 第１回学校運営協議会 議事録 

 

１ 日時 令和７年６月６日（金） １０時００分～１１時３０分 

２ 会場 日進小学校 第１研修室 

３ 次第   ○開会 

     （１）校長あいさつ 

     （２）委嘱状交付式 

     （３）委員長あいさつ 

     （４）自己紹介 

     （５）令和７年度 学校運営に関する基本的な方針 

     （６）いじめ対策委員会 

     （７）意見交換 

       ○閉会 

      ※終了後、授業参観 

 

 出席者 伊藤道雄（委員長） 石田佳子 森田敏男 今井泰男 翠川利文 岩崎まさみ 

 山中誉之（副委員長） 松田稚果 

     鈴木晴雄（校長） 横溝卓也（教頭） 森田 茂（事務主幹） 

宮原 仁（地域連携 Co） 

 

欠席者 山﨑秀雄 長岡有実子 

 

４ 議事概要 

（１）校長あいさつ 

（２）委嘱状交付式 

（３）委員長あいさつ 

（４）自己紹介 

（５）令和７年度 学校運営に関する基本的な方針 

 ○日進小学校グランドデザインについて 

  【学校教育目標】 

たすけあう子 かんがえる子 たくましい子 

  【めざす学校像】 

「はじめに子どもありき」の教育 

  【重点目標】 

   ・確かな学力の育成 

   ・豊かな人間性と健やかな体の育成 



   ・開かれた学校づくり 

   ・安心・安全な環境の整備 

   ・教職員の資質向上と働き方改革の推進 

 ○学校自己評価システムシートについて 

今年度より、重点目標の５つとリンクして作成 

 ○令和７年度教職員について 

 ○教育課程、授業時数、日課表について 

  今年度より、１学期のみ１～３年生の週授業時数を変更 

  （１年生…水曜日４校時 ２年生…水曜日５校時 ３年生…火曜日５校時） 

 ○予算執行計画、学校設備について  

 

＜質疑＞ 

（委員） トイレの便座について温かくすることはできるか。 

（学校） 市立学校は市教委による洋式化を進めている。 

（委員） 給食費の無償化については予定があるか。 

 （学校） 市教委の中では難しいという判断をしているようである。 

 （委員） 地域からの食材・食料品の供出については可能か。 

 （学校） 過去にはあったようだが、衛生面等を考えると今は運用することは難しい。 

 

質疑応答後、学校運営に関する基本的な方針について満場一致で承認を得た。 

 

（６）いじめ対策委員会 

○生徒指導主任より令和７年度日進小いじめ防止基本方針及び、今年度５月末時点

のいじめの実態について報告 

 

＜質疑＞ 

（委員） いじめに関する講演会等の開催はあるか。 

（学校） 市教委が主催するものとして、毎年児童生徒を主体とした「さいたま市スト

ップいじめ！子どもサミット」を大宮国際中等教育学校にて実施しており、

保護者や市民等が参加できるようになっている。また、今年度は、６月１２

日（木）の学校公開日の３校時に、スクールロイヤーによる特別講義を５・

６年児童向けに行う予定であり、保護者や地域の方にも御参加いただけるよ

うにしている。 

 （委員） Sola るーむについては現状どうなっているか。 

 （学校） 特定の部屋としての Sola るーむは無いが、児童に合わせた居場所づくりとし

て、空き教室や保健室など本人にとって過ごしやすい場所を本校の Sola るー



むとしている。 

 （委員） Sola るーむのボランティア募集については検討しているか。 

 （学校） 本校の実態では、職員で対応ができているため現在は募集していないが、今

後対応が困難になった際を含めて検討をしている。 

 （委員） 児童の自己肯定感を高めるための取り組みについて、学校だけでなく、地域

で育てる取り組みができるとよい。例えば、公民館では様々な事業（プログ

ラム）を実施しているので参加してもらうなどがある。 

 （委員） 保護者が子どもを褒める取り組みもできるとよい。 

 （委員） 大人が新しい視点を学びながら子どもを支えていく必要がある。 

 （学校） 是非、保護者や地域の皆様に御協力をいただきながら、取り組みを進めてま

いりたい。 

 

（７）意見交換 

   ※いじめ対策委員会内で実施 

 

（８）事務連絡 

（９）委員長より 

   ○子どもに問題が生じる原因の多くは、長い時間子どもが繰り返してきた結果であ

る。そのため、小さいうちからはぐくんでいくことが大切である。 

   ○「声をかけてほしい」「見ていてほしい」と思っている子どもが増えている。そ

のため、丁寧に手をかけ、目をかけていくことが必要である。 

 

 


